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佐々木陽-^郎君学位授与報告

m 告 番 号 甲 第 538号 ：

学位の種類，経资学博士 ’
授与のギカ日昭和53年 9 月22日 
学位論文題名「飛脚国高山の人口史学的班究J ■

内 容 の 要 旨 ' ，

「飛輝国高山の人口史学的研究J 諭:}:C要旨 •
佐々木陽一郎 

本論文ば，宗門人別帳を利用した飛聊国高山の18世 

紀後半から19U1：紀後半に至るまでの人ロ史学的研究で 

ある。以下のような構成をもつ。序論，第 1 享 「高山 

宗門人別帳に関する若千の分析」，第 2 章 「プロダラ 

ムJ , 第 3-章 「概観J , 第 4 章 「出生と死亡」，第 5 章 

r移入と後出J , 結びの，別編成になっている‘。序論で 

は問題提起として，従来の江戸時代の都市人ロ史研究 

を浦1}1に紹介するとともに，本研究の人口史研究にお 

ける位置を提示し主たる目的は都市に関する人口史 

学的デ' - タの紹介と，それに関する若干の分析である 

ことを示しである。

第 1 -夢では，利用した高山宗門人別帳の史料批 ĤIJ及 

び分析の術的方法と资料の編成とを示してある。即 

ち，分析方法は以下の如くである。まず ,人別帳の提  

供する情報を分解して個人経歴データ （life h istory) を 

作成する。さらにコーディングを行なった後， コンビ 

ュータを利用して必要な人ロ史学的デ一タを得た。.そ 

れと同時に，高山の宗門人別帳が極めて優秀な人ロ史 

料であることを史料批判を通じて示してちる。第 2 章 

で、は，恐らく日本における初めての入ロ 5̂ 1研究へのコ 

ンピュータ導入であるとの判断から，利用したプログ 

ラムの若千をフローチヤ一トの形で説明しておいた。

データ編成，プログラミゾダ，使用言語等につ、ても 

若千の反省とともにその内容を紹介してある。

第 3 章以降が人ロ史学 1̂ |^研究になるが， まず第 3 章 

では， 18世紀後半から 19世紀後半までの高山の人ロ趨 

勢を概観し，江戸時代の都市としては例外的に増加傾 

尙にあることを明らかにするとともに，人口墙減が自 

.然減と社会的増減の複合であ，り，さらにその背後には
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自然条件の変化^"―農業の好 . 不況という，自然的* 
経済的§?因が強く働.いていることを紹介した。また，

市域を主として家持層の集中する部分と細民地域に分 

割して，人口諸指標における両者の対比を行なった。

そこでは両者の人ロ諸指標には大きな塞がり，従っ 

て都市域の部分的な研究では都市全体の綴向を判断す 

ることは困難であろうことを予備的に示すとともに， 

主として高山の人口勘iixを支えたのは農村より移入す 

る人口による細民地域であることを明らかにした。こ 

のことは，今後の都市人ロ史研究には重要な問}点を 

提起していると言える。

第 4 ぎでは，.高山のf̂ l然増減要因に関する分析で 

る。まず,出生については粗出生率を決定する耍因と 

して，年齢別人ロ構成，性比 . 有配偶5キ《•結婚出産 

力 . 一般出産-力を提示し,，それらの分析と農村の比較 

を行ない，都市力';農村に比べて増加要因に乏しく，ま 

た，高山の出生を支えたのは農村からの移入人P であ 

ることを明らかにした。他方，死亡では年齢別人ロ構 

成と年齢別死亡率から生命表を作成して，都市の死亡 

構造を分析するとともに，死亡人口の出自を対比する 

ことによって，農村からの移入人ロが高山の死亡率弓I 
下げに貢献していることを示した。また，農村との対 

比を通じて, 都市の死亡率は農村のそれより高いこと, 
及び農村から都市への移入人ロは農村に定住する人口 

より短命であることを明らかにした。最後に，一般出 

産力と生命表から再生産率を算出し，高山の人ロ再生 

産構造を分析し/こ。
第 5 章では, 社会的増減理ti；!を分析した。まず，市 

外移出入で高山は庄倒的に移入超過であり，第 3 m と 

統合して結果として高山の人口増加を安えたのは，そ 

の大半は農村出身人口によって占められている市外移 

入人口であることを示した。ついで，市外移入人口の 

移出入理由が結婚，養子，分家 • 同居，引越のような, 
単身 . 挙家の区別はちるにせよ，主として家族構成員 

になるか，もしくはその解除であり，従来信じられて 

きたような年季-享公人のような直接的労働力提供の形 

式による移出入は極めて少ないことを明らかにした。 

また，都市と言えども欠落が移出の重要な理由である 

ことも示した。最後に，移出入圏について分析し，移 

A については殆ど飛脚国内に限られ，他国よりの移入 

は少数であること，移出では欠德も含めれば他国移出 

がI t要なウ;C■イ’卜をもつことを明らかにした。
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論文審査の要旨

論文の概耍：

江戸時代の飛驛国高山について，残されている一之 

町およびニ之町宗門人別改帳を利用し，後带約100年 

間の人ロ，その揺成と変動について観察を加えたもの 

である. 序論, 第 1 享高山宗門人训帳に関する若干 

の分析，第 2 章 プログラム，策 3 章 概 観 ，第 4 章こ 

出生と死亡，第 5 章 .移入と移出，結びより成り,付 

おとしてプロゲラムおよび因まを添えている。本篇 

4 0 0字館原稿用紙551枚, 付録232枚である。第 1 章 

および第2 章:は，主として，利用した史料の吟味，整 

理の方法を説明し，第 3 章以下が観察結果に充てられ 

ている。

論文の'特徴と意義：

江戸時代の人口研究にとって，宗門人別帳は，現在 

で 、えぱセンサス原票に匹敵する重要な基礎資料であ 

るが，本論文は，そういった基礎データを整理し，高 

山に関する基本的な人口統計を作成したところに意義 

を見出すことができる。従来，経济史のみならずあら 

ゆる日本の史的研究分野において，都市の.人口研究は 

全くといってよい程行われずに済まされてきた，これ 

は，一 つ に は研究者の関心が人ロになかったか らでも 

あるが，研究資料の整理や収り扱、、方が十分確立して 

いなかったからでもある。農村と比べて，一行政単位 

当りの人口数がはるかに多、都ホの場合，資料の整理 

や統計の作成には莫大な労力を要するため，敢えてこ 

れに挑戦する者は存在しなかったのである。

本論文は, 約12年間に;E る筆者の高山宗門人別帳と 

の格闘の結来であるが，わが国で最初の江戸時代都市 

人ロ史の研究であるi：同時に,旧大な資料の整理に当 

っては,以下に述べる方法によって電子計算機を利用 

し，史的研究に一つの技術的な新局面を開こうとした 

ゾなについても評価しうるものである。

原資料は，高山市鄉土だ^に保存されている一之町 

(1819-1871^10. ニ之町（1773〜18?1年）の毎年の人別帳 

であるが, これを全点マイクロフィルムに撮影し，記 

載すト項を基礎シートに艇記する作業から始まる。つい 

で，このシートに登場する男女個人個人について，そ 

の出生から死亡, または人別帳への出現?!^、ら消減に至 

る問の経鹿を1 人1 枚のカードに書き込む。これには, 
その者の居住地，家族内の地位，士地の保イIfに基く富 

裕度, 出身等が含まれている。カード枚数，卯ち取り

扱う人口数は40, 275に達した。これをコード化してプ 

ァイルし，計算機にかけて諸統計を作成する。この場' 
合，原資料の記載の不備から色々な厄介な[in題が生じ 

るが，維者はそれらの問週一つ一つを十分検討し，処， 

理している。たとえば原資料に出てくる年齢記載の誤 

りは, すべてあ；出の年齢を正しいとすると力、，記載淡 

れの場合は：一定の原則を設けて修正を施したりしな 

けれぱならないのであるが，こういった補正は全体的 

に見てそれほど多いものではなく， （出生，死亡，移出 

入の全体で平均1.86% ) 結果的には統計の情度に対する 

彫響は僅少にすぎない。

さて，当該期間を通じて, 高山の人口は増加し，一 

之町では52年問に37%, ニ之町では99年間に27%の糖 

加率を示している。尤も人口の推移は，典型的な前近 

代型で飢碰，流行病による大きな落ち込みを何度か経. 
験しとくに 1S37 . 38年には,2 年間で両町とも10% 

以上の減少を示して、、る。論文によれぱ,人ロのま動 

を，自然增減と社会墙減に分けた場合，男子ではごく 

僅かな自然:增がるものの，女子では自然減であり， 

結局，人口増加の大部分は社会増によっていることが- 

まず観察される。

著者はこのことから，江戸時代都市の人口再生産能 

力がゼロもしくは，マイナスであったこと，増加は專 

ら流入人口の大きさによることを検証しているのでも 

る。し力、し，移入人口を理由別とみると，農村地区か： 

らの養子，縁付という関係を通じての.流入が多く，弓I 
越がこれにつぎ，-奉公というよ,うな雇用関係での流入 

は意外に少なくなっている。このため，高山の年齢別； 

人口構成は，相対的に20儀〜50歳がふくらんだ都市型 

の構造となっている。 ’ .
ところで，人ロのFぶ生産能力に関連して與味深い観 

察結振として，それぞれの出身地別によって緒婚や出 

生を追ってみると，女子の場合,全体として農村に比 

較して年齢別出産率は低、のであるが’ 高山の中では,, 

農村で生れ商山へ入って来た者の配偶率は，高山で出 

生した女子のそれよりも高く，一般出産力には相当の 

差を生じている。結局移入人口は，移入自体によって 

この都市の人口を増加させるのと同時に，高い結婚率 

によって一•般出産力を高め,二重の意味で人口増大に 

寄与している。

人ロ諸指標に関して,.當裕度は意外なほど有意な達 

となってあらわれていない。ただ, 居住地域を一之町‘ 
ニ之Wともその中での町の成立山来に基いてホ町と折 

町に分けた場合，古町では人口それl̂ i身，援期的には.

194 (55の.
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殆んど恋化を見せていないのに对し，薪•で細民層の 

増大がみられ，人ロ増大は都市城の拡大に伴うもので 

あったことが半Ijる。そして古町には，相対的に富裕な 

者が住み，一*人当りの生活空間には変化がなかったと 

云えるだろう。

最後に，生命まについて,次のような観察がされて 

いる。測定は，東京大学大型計第:段センターのプログ 

ラムライプラリイのものを利^ している力';,人別帳を 

用いた場合，年齢ま示がすべて数え歳であること，同 

1 歳の死亡が確認できないことから，プログラムに若 

干の修正を加え，また，寺院過去帳により数え歳1 歳 

の死亡率を測定した，翁田圭三氏による研究を適応す 

る等，して現在のそれとの比較を可能している。全期 

間を通じて, 1も000入金りの死亡年数が半Ijるのである 

が，数え歳1 歳すなわち出生時の平均余命は， 男子 

30. 9 9 ,女子29.46で る 。時期別にみると，とくに顕 

著な達はないが, 大量の死亡者を出した1837年の場合，

死亡者が若年層に多かったため，この年の死亡のみを 

とると，平均余命は男子9. 2 歳，女子10. 7歳と極端に 

低くなっている。また，男女の差は，最後の時期にそ- 
れまでの男子が女子よ り長命であった関係が逆転した 

こと力';注目される。

以上の如く，本研究の観察は詳細を極め，到底ここ 

に要約し難いほどであるが，同時に欠陥もないわけで 

はない。従来,日本でこそ同種の研究はなかったとは 

いえ，近代以前の都市人口，或いは近代の都市人口の 

研究は，欧米においていくつか出版され，結果の一般 

化も行わ;Kている。そういった先行研究との関連を諭 

ずれば，この高山における観察結果の持つ一般性ど特 

殊性について判断を下す糸口は見出しえたであろう。

また，文章の5?ま現法に一考を要する筒処が、くつかあ 

り，全保としての主張をあいまいなものにしている。

因まの提示にしても，やや網羅的にすぎる。これをよ 

り簡潔にし，少なくも本文においては，文章の叙述に 

必要最少限なものにとどめる等一工夫あれば，論文と 

しての体裁ははるかに盤ったものとなったであろう。

綜合所見.：

ともかく， 4 万人以上の庶民の行動を資料から観察 

し，計算機による整理法を開発した点，その独創性を '
十分認めることができる。観察すべき事項や分祈の多 

くは，なお今後に残されてはいるが，筆者が体得した 

プ ログラミングの能力によって，高山のデ一クはこれ 

からも豊富な情報源として活/fjされることは間違いな

い。

よって，本論文は経済学博士の学位を付与するに価 

するものと考える。

識文審查担当者 主查 速 水 融

同 副查 鳥 崎 隆 夫

同 // -鳥 居 泰 彦


